
 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

 空知校長会は、小学校長 55 名、中学校長 38 名、義務教育学校１名の計 94 名の会員で組織さ 

れている。空知の研究活動は、『新たな時代を豊かに生き、よりよい社会を創り出していく日本 

人を育てる学校教育～新たな時代を牽引し、持続可能な社会を形成していく、空知を愛する子 

供を育てる学校経営～』を基本主題に、令和２年度に第６次３か年計画に基づき研究をスター 

トさせ、今年は３年次目の最終年を迎えた。研究推進にあたっては、過去の研究の成果と年間 

を通して行う研究計画に基づき、空知管内を 15 の共同研究ブロックに分け、五つの研究協議題 

及び研究領域にかかわり研究・実践・検証に努めてきた。しかし、年度当初は研究大会を開催 

する方向で進めていたが、新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から急遽オンライン開催 

とした。不慣れなオンライン開催ではあったが、各会員の協力により、会同した場合とほぼ同 

じように進行できたこと、ディスプレイ越しではあったが顔を合わせて意見・感想交流等がで 

きたことは一定の成果として捉えている。今後は、出された意見や感想をもとに今年度のまと 

めを行い、第７次研修計画につなげていくこととした。 

２ 研究計画 

(1) 研究推進の基本方針  

(1)○基本主題を解明するために、研究の母体となる市町校長会や研究ブロックとの一層の連 

(1) 携強化と校長会研究大会の内容充実に努める。 

(1)○生涯学習社会における学校教育の役割を踏まえ、個性を伸ばし、心豊かでたくましく  

(1)生きる児童生徒の育成のため、研修活動の活発化に努める。 

(1)○上部校長会の研修活動に積極的に参加し、視野を広めるとともに、その成果の還流を  

(1)通して校長としての職能向上に努める。 

(1)○北海道教育推進計画や空知教育行政方針に基づき、学校教育の向上に資するよう努め、

(1)施策に対して積極的に取り組むとともに意見を反映する。 

(1)○学習指導要領に基づき、各共同研究ブロックにおいてもこの趣旨を十分に踏まえた実 

(1)践に努める。 

(1)○特別支援教育、へき地・複式教育の充実・振興のため、協力体制の確立に努める。 

(1)○管内教育関係団体との連携・協力を深め、団体加入促進や研究会参加喚起等の啓発活動の

(1)推進に努める。 

(2) 基本主題 ＜第６次３か年計画の３年次目＞ 

(2)『新たな時代を豊かに生き、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる学校教育』 

(3) 分科会ごとの協議題と重点研究領域 

(3)○第１分科会協議題「社会に開かれた教育課程」 

(3)＜主題＞「社会に開かれた教育課程」の実現 

(3)＜重点研究領域＞ 

(3)１年次・・・創意工夫に基づく調和のとれた教育課程の編成・実施 

(3)２年次・・・「カリキュラム・マネジメント」の推進 

(3)３年次・・・学校や地域の特色を生かし人間として調和のとれた育成を目指す教育課程

の編成・実施 
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(3)○第２分科会協議題「資質・能力の育成と学習評価」 

(3)＜主題＞新たな時代に求められる資質・能力の育成と学習評価の充実 

(3)＜重点研究領域＞ 

(3)１年次・・・学力向上を目指した学校経営の推進 

(3)２年次・・・「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した学校経営の推進 

(3)３年次・・・保護者・地域と連携した開かれた学校経営 

(3)○第３分科会協議題「豊かな心と健やかな体を育む教育」 

(3)＜主題＞豊かな心と健やかな体を育む教育の充実 

(3)＜重点研究領域＞ 

  (3)１年次・・・自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るための自己指導能力を 

(3)育成する生徒指導の充実 

  (3)２年次・・・よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育の充実 

  (3)３年次・・・健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するための教育の充実 

(3)○第４分科会協議題「教員の育成と働き方改革」 

(3)＜主題＞多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成と働き方改革の推進 

(3)＜重点研究領域＞  

(3)１年次・・・勤務時間を意識した働き方改革の推進と学校運営体制の充実 

(3)２年次・・・教職員としての使命感を高める校内研修の充実 

(3)３年次・・・教職員としての豊かな人間性や指導力の向上 

(3)○第５分科会協議題「学校・家庭・地域及び校種間連携」 

(3)＜主題＞家庭・地域や校種間における連携・協働の推進 

(3)＜重点研究領域＞ 

(3)１年次・・・学校の教育活動への参画を促す学校経営 

(3)２年次・・・小・中学校との円滑な接続を目指す小中連携・一貫教育の推進 

(3)３年次・・・学校の教育活動と関係機関等と連携した学校経営 

３ 研究活動の概要 

(3)○研修だよりの発行 

(3)・年２回の発行予定 

(3)○各種上部校長会の研究大会への参加 

(3)・第 65 回北海道小学校長会教育研究旭川大会 

(3)第 11 分科会「社会形成能力」 ＊ハイブリッド開催 

   将来の夢と希望の実現に向け、社会とつながるキャリア教育の推進 

～地域とともに未来社会を築く資質・能力を育む教育活動の推進と校長の

役割と指導性～ 

                岩見沢市立北村小学校  野田 泰史 校長 

(3)○全連小各種委員会調査への協力 

(3)○各種研究団体・研修会への協力 

 (3)・空知教育センター講座「学校経営」講師として ＊オンライン開催 

４ おわりに 

 11 月８日に行った市町研修担当者研究協議会において、今年度の研究大会についての反省ア 

ンケートに関わる協議を行った。また、令和５年度から始まる第７次３か年計画に向けての確 

認を行い、空知の研究活動にとっては、総括となる内容であった。コロナ禍の状況にもよるが、 

これまでに培ってきた研究のマネジメントサイクルに基づき、今後も計画的に研究を進め、空 

知の子どもたちのために、校長としての職能向上に努めて参りたい。 


